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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策により企業収益の改善の動きがみられたもの

の、中国経済の減速に伴う株価急落の影響、円安等を原因とした物価の上昇等により持直しの動きに遅れが見られ

ること等、国内外の不安定な経済状況を受け、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 当業界におきましても、原油価格の低下でコスト負担が緩和したものの、人手不足等、経営環境は引続き厳しい

状況が続いております。

 こうした中、当企業グループの当第２四半期連結累計期間は、営業収益463億68百万円（前年同期比2.7％増）、

営業利益40億24百万円（同27.7％増）、経常利益41億41百万円（同22.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は23億31百万円（同21.5％増）となりました。

 各セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。

 (物流センター事業) 

 当第２四半期連結累計期間の営業収益は、227億99百万円(前年同期比6.6％増)、営業利益は、26億76百万円(同

15.9％増)となりました。 

 増収増益の主な要因につきましては、物流センター運営の充実と前連結会計年度に新規稼働したセンターが順次

業績に寄与したことによるものであります。 

 新規受託の概況におきましては、７社の物流を受託しております。また稼働状況におきましては、前期受託した

３社を含めた10社のうち６社稼働しております。残りの４社におきましては、平成27年11月以降の稼働を目指し準

備を進めてまいります。 

 物流センターの総数は、82センターとなりました。 

引続き日々収支、全員参加、コミュニケーションを徹底して行い、収支改善に向け取組んでまいります。 

 (貨物自動車運送事業) 

 当第２四半期連結累計期間の営業収益は、235億68百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益は、13億46百万円

（同60.4％増）となりました。 

 営業収益につきましては、前年同期比１億78百万円減少致しました。運賃単価は上昇したものの、物量減少の影

響により、営業収益は減少しております。 

 営業利益につきましては、前年同期比５億７百万円増加いたしました。営業収益の減少はあったものの、燃料価

格の下落に伴い、燃料費用が４億９百万円減少したことが主な要因であります。 

 今後の取組みにつきましては、営業収益増加に向けた取組を継続するとともに、同業他社との連携強化を図り、

収益性の向上を図ってまいります。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当企業グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比76億61百万円増加し、1,020億

２百万円となりました。これは主に、新株式発行及び株式売出しに伴い現金及び預金等の増加により、流動資産が

32億79百万円増加したことと、設備投資等により固定資産が43億81百万円増加したことによるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末比２億16百万円増加し、564億13百万円となりました。これは主に、短

期借入金の増加、未払法人税等とその他流動負債の減少により流動負債が４億17百万円増加したことと、長期借入

金の返済等により、固定負債が２億１百万円減少したことによるものであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末比74億44百万円増加し、455億88百万円となりました。これは主に、

親会社株主に帰属する四半期純利益23億31百万円の計上と、新株式発行及び株式売出しにより資本金及び資本剰余

金50億４百万円の増加、剰余金の配当による減少１億83百万円によるものであります。この結果、自己資本比率

は、前連結会計年度末の35.1％から39.5％へと増加しております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の連結業績見通しといたしましては、最近の業績動向を踏まえ、平成27年５月７日に公表しまし

た通期連結業績予想を修正し、営業収益942億円（前年同期比2.5％増）、営業利益81億円（同20.4％増）、経常利

益82億円（同16.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益45億円（同15.7％増）を見込んでおります。詳細に

つきましては、平成27年10月29日公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

 なお、軽油単価につきましては、最近の情勢をもとに計算しております。なお、軽油単価の変動による影響につ

きましては、１リットル当たりの単価１円の変動により、年間30百万円となります。また借入金の変動による影響

につきましては、金利0.1％の変動により年間19百万円となります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58―２項(4)、連結会計基準第44―５項(4)及び事業分

離等会計基準57―４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,456 10,287 

受取手形及び売掛金 12,272 12,564 

商品 2 2 

貯蔵品 89 88 

その他 1,580 1,738 

貸倒引当金 △29 △29 

流動資産合計 21,371 24,651 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 21,754 22,116 

土地 35,823 38,242 

その他（純額） 9,193 10,704 

有形固定資産合計 66,770 71,063 

無形固定資産 2,007 1,927 

投資その他の資産 4,191 4,359 

固定資産合計 72,969 77,351 

資産合計 94,341 102,002 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,783 5,606 

短期借入金 19,274 20,618 

未払法人税等 1,704 1,494 

賞与引当金 719 774 

役員賞与引当金 54 21 

その他 6,240 5,678 

流動負債合計 33,777 34,195 

固定負債    

長期借入金 10,510 10,082 

退職給付に係る負債 5,423 5,453 

役員退職慰労引当金 508 - 

その他 5,977 6,682 

固定負債合計 22,419 22,218 

負債合計 56,197 56,413 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,045 6,547 

資本剰余金 3,951 6,453 

利益剰余金 25,101 27,249 

自己株式 △9 △9 

株主資本合計 33,089 40,241 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 226 224 

退職給付に係る調整累計額 △199 △187 

その他の包括利益累計額合計 27 36 

非支配株主持分 5,027 5,311 

純資産合計 38,144 45,588 

負債純資産合計 94,341 102,002 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業収益 45,133 46,368 

営業原価 40,987 41,359 

営業総利益 4,146 5,009 

販売費及び一般管理費    

貸倒引当金繰入額 6 4 

役員報酬 209 240 

給料及び手当 226 211 

賞与引当金繰入額 35 33 

役員賞与引当金繰入額 30 22 

退職給付費用 11 10 

役員退職慰労引当金繰入額 30 6 

その他 446 454 

販売費及び一般管理費合計 996 984 

営業利益 3,150 4,024 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 20 24 

固定資産売却益 81 87 

負ののれん償却額 101 - 

助成金収入 7 8 

売電収入 129 169 

雑収入 135 124 

営業外収益合計 477 415 

営業外費用    

支払利息 139 126 

売電原価 71 98 

雑損失 43 72 

営業外費用合計 254 298 

経常利益 3,373 4,141 

特別損失    

減損損失 - 4 

特別損失合計 - 4 

税金等調整前四半期純利益 3,373 4,137 

法人税、住民税及び事業税 1,297 1,433 

法人税等調整額 △69 18 

法人税等合計 1,228 1,451 

四半期純利益 2,145 2,685 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,918 2,331 

非支配株主に帰属する四半期純利益 227 353 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 28 △10 

退職給付に係る調整額 125 17 

その他の包括利益合計 153 6 

四半期包括利益 2,299 2,691 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,041 2,340 

非支配株主に係る四半期包括利益 257 351 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年７月13日を払込期日とする公募による新株式発行及び平成27年８月11日を払込期日とするオーバ

ーアロットメントによる当社株式の売出に関連した第三者割当増資による新株式発行を実施しました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間において資本金が2,502百万円、資本剰余金が2,502百万円増加し、当第

２四半期連結会計期間末において資本金が6,547百万円、資本剰余金が6,453百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益
及び包括利益計
算書計上額 
（注）２ 

 
物流センター事
業 

貨物自動車運送
事業 

計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 21,386 23,746 45,133 - 45,133 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
212 767 980 △980 - 

計 21,599 24,514 46,113 △980 45,133 

セグメント利益 2,309 839 3,148 1 3,150 

（注）１．調整額は、全てセグメント間取引消去によるものであります。

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益
及び包括利益計
算書計上額 
（注）２ 

 
物流センター事
業 

貨物自動車運送
事業 

計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 22,799 23,568 46,368 - 46,368 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
166 833 1,000 △1,000 - 

計 22,965 24,402 47,368 △1,000 46,368 

セグメント利益 2,676 1,346 4,022 1 4,024 

（注）１．調整額は、全てセグメント間取引消去によるものであります。

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  「貨物自動車運送事業」セグメントにおいて、近物レックス㈱（連結子会社）の一部の支店を移転する

ことが決まり、使用が見込まれない固定資産について減損損失を認識いたしました。なお、当該減損損失

の計上額は、当第２四半期連結累計期間において４百万円であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

  該当事項はありません。
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